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図1　赤外分光光度法による測定例図1　赤外分光光度法による測定例
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　我々の身近にある自動車や家電製品等にはゴム製品
が多く利用されています。製品に異物の混入が認められ
た場合、迅速な原因究明と対策が求められ、異物の材質
を特定することが重要となります。赤外分光光度法は有
機物の分析において広く用いられる分析法で、図1のと
おりデータベースに予め登録してある物質の赤外スペク
トルと測定して得られた赤外スペクトルを照合すること
で材質の推定が可能です。しかし、市販の赤外分析用デ
ータベースは純物質しか登録されておらず、添加剤が配
合されている一般的なゴムを赤外分光光度法のみで材
質を推定することは困難でした。
　そこで、工業試験場では、赤外分光光度法のみで異物

を迅速に分析できるようにするため、あらかじめ添加剤
の分かっている各種ゴムの赤外スペクトルを測定し、デ
ータベースの充実を図りました。その結果、図2に示すよ
うに従来の分析法ではゴム中にある添加剤の除去に時
間がかかりますが、本手法では、非破壊で、かつ数分で分
析できるようになりました。
　工業試験場では、企業で問題となっている異物混入ク
レームへの対策支援を行っています。ぜひ、ご相談くださ
い。
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